
 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                        校長 丹那 暢仁 

新しい年を迎え、長い冬休みを終えた学校には、雪景色の中にも生徒たちの明るい声が響き、日常の営みが戻っ

てきました。芦別のまちは深い雪に包まれ、厳しい寒さが続いていますが、その雪を踏みしめながら登校する生徒

一人一人の姿から、確かな前進を感じています。寒さの中でも毎日送り出してくださるご家庭の支えに、心より感

謝申し上げます。 

 後期後半を迎えた今、学校では、日々の授業を中心に、生徒一人一人がそれぞれの目標に向かって学びを重ねて

います。これまでの経験を土台としながら、次の一歩へと向かう大切な時間です。仲間と関わり合い、思うように

いかない場面にも向き合いながら、自分なりの答えを探そうとする姿に、年度の終わりに向かうこの時期ならでは

の静かな成長を感じています。 

 この時期は、一年のまとめであると同時に、進級・進路へとつながる準備の期間でもあります。芦別の長い冬の

下で春の準備が静かに進むように、子どもたちの心の中でも、次のステージへ向かう力が少しずつ育まれていま

す。 

 受験生を支える保護者の皆様へ 

 お子様の進路を思う中で、不安や心配が尽きない時期であることと思います。学校では、日々の学習や放課後の

取組の中で、粘り強く課題に向き合い、迷いながらも前に進もうとする姿を大切に受け止めています。受験は結果

だけでなく、そこに至るまでの過程そのものが、これからの人生を支える力になると考えています。どうか一人で

抱え込まず、気になることがありましたら、いつでも学校にご相談ください。家庭と学校が同じ方向を向いて支え

ていくことが、子どもたちの安心と力につながります。 

 １・２年生の保護者の皆様へ 

 思春期の子どもたちは、自分の気持ちを言葉にしにくい時期でもあります。何気ない声かけや、変わらず見守ら

れているという安心感が、次の学年へ向かう心の支えとなっていきます。 

 地域の皆様へ 

 芦別の冬は、路面の凍結や見通しの悪さなど、事故につながりやすい季節です。登下校時 

などに生徒を見かけた際には、さりげない見守りや温かな声かけをお願いいたします。地域 

の皆様の支えは、子どもたちの安全と安心につながっています。 

 学校では、最後の一日まで、生徒一人一人の歩みに寄り添いながら支援を続けてまいりま 

す。芦別の長い冬の先に必ず春が訪れるように、子どもたちが希望をもって春を迎えられる 

よう、教職員一同、心を込めて取り組んでまいります。今後とも、保護者・地域の皆様のご 

理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

＜令和７年度芦別市学校運営協議会 第４回芦別中学校部会＞ 

１月２２日（木）、標記の学校部会を本校において開催しました。当日は、８名の評価委員の皆様にご出席いただ

き、本年度の学校運営や教育活動について協議を行いました。 

芦別中学校部会では、校長から、生徒・保護者・教職員アンケートや各種調査結果 

を基にした自己評価結果を提示しました。その中で、生徒・教職員のウェルビーイング 

（一人一人の幸せ）を基盤とした学校経営の取組、不登校生徒への対応の難しさ、学力の 

定着やICT活用が進む一方で、思考を可視化し学びを深め合う活用には課題があること 

などについて説明しました。 

評価委員の皆様からは、本校における不登校やいじめ等の実態、学校の対応、子ども 

たちの様子などについてご質問やご意見をいただき、全体で協議を行いました。今後は、 

今回いただいたご意見を学校運営に生かし、地域とともにある学校づくりを一層推進 

してまいります。 

芦別市立芦別中学校 
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＜Ｒ７年度 体力・運動能力、運動習慣等調査の結果＞ 

本年度の「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果が、文部科学省から届きましたので報告いたします。本調

査は、全国的な子どもの体力の状況について詳細な把握・分析を行うことを目的として、小学校第 5 学年と中学校第

2 学年を対象として行われたものです。結果の一部を紹介します。 
 

総合評価 学校（全国差） 北海道平均 全国平均 

平均（男） 36.78（-5.42） 41.05 42.20 

平均（女） 45.64（-1.94） 45.62 47.58 

    
握 力 学校（全国差） 北海道平均 全国平均 

平均（男） 33.48（4.53） 29.63 28.95 
平均（女） 26.94（3.79） 26.94 23.15 
 

シャトルラン 学校（全国差） 北海道平均 全国平均 

平均（男） 70.81(-8.01) 75.24 78.82 

平均（女） 43.5（-7.1） 46.84 50.60 

    

ボール投げ 学校（全国差） 北海道平均 全国平均 

平均（男） 18.53（-2.21） 20.57 20.74 

平均（女） 11.13（−1.3） 12.34 12.43 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ２・３月の行事 ＞ 

 
 
  ３日（火）テスト前部活動停止 
  ４日（水）学力テスト（１・２年） 
１３日（金）数学検定② 
１６日（月）定職員会議 
１７日（火）生徒会各委員会 
２２日（日）～２５日（水） 

１・２年テスト前部活動停止 
 ２５日（水）職員会議 

学年末テスト①（１・２年） 
２６日（木）学年末テスト②（１・２年） 

 

 
 
 
 

４日（水）公立高校入試学力検査日 
   ５日（木）公立高校入試面接検査日 
  １２日（木）卒業証書授与式 ９時３０分～  

１７日（火）授業参観日／ 
       学年懇談会（１・２年） 

   ＜公立高校合格発表（３年生登校日）＞ 
  １８日（水）１・２年標準学力検査（CRT） 
        定例職員会議 
  ２４日（火）修了式・離任式 年度末清掃 
  ２５日（水）年度末始休業（～４/６（月）） 

 
 
 

２・３月スクールカウンセラー来校日 
２月 ６日（金）・１７日（火） ３月１０日（火）・２３日（月） 

（時間１３：００～１７：００） 

体力・運動能力調査の結果から分かったこと 

＜男子生徒の様子＞  

男子は、握る力やジャンプする力など、瞬間的な力は比較的しっかりしています。 

一方で、長く走り続ける力（持久力）やスピード面では、全国平均よりやや弱い傾向が見られました。 

「全体として大きな差はないものの、もう一歩伸ばせそうな力がある」というのが、男子の特徴です。 

＜女子生徒の様子＞  

女子は、体の柔らかさが本校のよさとして表れています。その一方で、投げる力や筋力については、全国平均より低

い結果となりました。運動が得意な生徒と、苦手意識をもっている生徒との差がやや大きいことも分かりました。 

＜生徒アンケート（朝食）＞ 

生徒アンケートで「朝食を毎日たべる」と回答した本校の割合は、男子は全国と同様、女子は全国よりも、２０％ほ

ど低い結果になりました。朝食は一日の始まりに必要なエネルギーチャージです。朝食・睡眠や運動を関連した生活習

慣の改善が必要です。 

体力と生活習慣は関係が深いため、ご家庭でも目を配っていただければ幸いです。 

 

 

 

 

変更がありましたら 

テトル等でお知らせします。 

＜学校全体の傾向＞ 

男女共通して、「長く体を動かし続ける力と日常的な

運動習慣」をさらに高めていく必要があります。また、

「記録を競う」ことよりも、「少しずつできるようにな

る」「前より成長した」という実感を大切にした指導が

大切だと考えます。今後は、①授業の中で、短い時間で

も体を動かす場面を継続的に取り入れる。②一人一人

の体力や得意・不得意に合わせた無理のない運動を行

う。③「できた」「続けられた」という成功体験を大切

にする等の指導に努めます。体力づくりは、学習への集

中力や、心の安定にもつながります。ご家庭でも話題に

していただければ、幸いです。 

 


